
氏名 酒井　高正

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・ 人文地理学演習Ⅴ
・ 人文地理学演習Ⅵ
・ 人文地理学演習Ⅶ ［受講者なし］   　・ 先進地域特論Ⅰ ［受講者なし］
・ 人文地理学演習ⅧI ［受講者なし］ 　 ・ 先進地域特論Ⅱ ［受講者なし］

授業科目

平　成　29　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

　日本地理学会、人文地理学会、日本人口学会、地理情報システム学会、
　日本都市学会、近畿都市学会、奈良地理学会

　GISを利用した人口統計などの分析

・授業時間外の教育活動として、下記のような巡検等を実施した。
　　３年次対象（長期宿泊巡検）石巻市、仙台市、鶴岡市、酒田市の地域調査（10月2日～6日）
　　３年次対象（学外研修）大阪府大阪狭山市：狭山池と狭山池博物館（11月26日、近畿都市学
会エクスカーションへの参加）

　　２年次対象（日帰り巡検）奈良県天理市：宗教都市天理（12月10日）

・情報処理センター兼任教員として情報処理センターの運営および情報教育の充実のた
めに努力した。
・日本地理学会「地域調査士」資格の奈良大学文学部地理学科における論文審査者とし
て、地理学科学生の資格取得促進に努めた。

・日本学術会議 地域研究委員会・地球惑星科学委員会合同地理教育分科会 地図/GIS教
育小委員会委員
・地理空間情報活用推進に関する近畿地区産学官連携協議会委員（国土地理院より委嘱）

・近畿圏の有識者によるデータ利活用ネットワーク委員（和歌山県より委嘱）

・地理情報システム学会代議員、教育委員会委員、広報委員会委員
・日本都市学会常任理事
・近畿都市学会理事
・「平成29年度初等中等教育におけるGISを活用した授業に係る優良事例表彰」（地理情

報システム学会、毎日新聞社、国土交通省など） 審査委員
・奈良大学教職員研修支援オープン講座講師（8月7日、於：奈良大学、暴風警報のため中止）

・地理学科＆情報処理センター合同企画「高校生と高校教員のためのGIS体験」企画お
よび実施（3月21日、於：奈良大学）

　京都大学大学院文学研究科修士課程修了

　文学修士

　人口地理学、地理情報システム（GIS）

最終学歴

　【研究上の特記事項】

・小地域統計データのGISによる活用法の考察を行いつつ、2022年度より高等学校にお
いて「地理総合」が設置されるのに向け、GISを活用して教育現場を支援する方法の検
討を進めた。
・総合研究所特別研究「王寺町における購買行動の実態と買い物困難者対策」におい
て、統計データ処理関係の検討を担当した。

学部担当科目

・地理学講読・調査法（七）（通年） ・人口情報地理学（後期）

・地理学演習（七）（通年）　　　　 ・ＧＩＳ基礎実習（前期）

・地理学卒業演習（七）（通年）　　 ・ＧＩＳ基礎講座（後期）

・地理情報システムⅠ（前期）

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

学校法人ネットワーク委員会委員長、情報処理センターシステム検討ワーキンググループ委員
長、全学教学マネジメント委員会委員、紀要編集委員会委員、サイクリング倶楽部顧問

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目 ・地理情報システム



共同
(筆頭)

単著

③

④

①小地域統計にみる川西町

③

（その他）

②

⑤

②

③

（学会発表）

⑤

①高校地理必修化に向けた都
市研究分野からの教育現場支
援－ＧＩＳを活用した都市の諸
課題の教材化の試み－

②

③

④

巡検資料として、国勢調査および経済
センサス基礎調査の小地域統計データ
の分析により、川西町の内部地域構造
を考察した。

④

④

2022年度からの新規必修科目「地理総
合」設置に向け、都市研究分野におけ
る研究成果をGISを用いて教育実践す
る方法を検討した。

①

②

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

奈良地理学会報 392017年9月

近畿都市学会2017年
度秋季大会

2017年11月


